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赤
い
鳥
、小
鳥

な
ぜ
な
ぜ
赤
い
。

赤
い
実
を
た
べ
た
。

秋
空
に
歌
う
!  

み
み
づ
く
幼
稚
園
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「
か
ら
た
ち
の
花
」な
ど
で
知
ら

れ
る
北
原
白
秋
は
、
1
9
1
8（
大

正
7
）年
か
ら
1
9
2
6（
大
正
15
）

年
の
間
、
小
田
原
に
居
住
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
白
秋
は
鈴
木
三み

重え

吉き
ち

の
誘
い
を
受
け
て
児
童
雑
誌「
赤

い
鳥
」に
童
謡
の
担
当
者
と
し
て
参

加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
本

格
的
に
童
謡
の
創
作
を
始
め
ま
し

た
。
小
田
原
に
居
住
し
た
8
年
間

に
、「
赤
い
鳥
小
鳥
」、「
待
ち
ぼ
う

け
」、「
こ
の
道
」
な
ど
、
今
も
歌

い
継
が
れ
る
作
品
を
送
り
出
し
、
さ

ら
に
イ
ギ
リ
ス
童
謡
「
マ
ザ
ー
･

グ
ー
ス
」
の
翻
訳
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
時
期
に
、
長
男
の
隆
太

郎
と
長
女
の
篁た

か

子こ

が
生
ま
れ
、
白

秋
に
と
っ
て
創
作
と
私
生
活
が
充

実
し
た
時
期
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
関
東
大
震
災
で
自
宅
が
半
壊
し
た

白
秋
は
、
そ
の
後
東
京
に
転
居
。

1
9
4
2（
昭
和
17
）
年
に
、
逝
去

し
ま
し
た
。

　
白
秋
は
小
田
原
に
つ
い
て「
全
く

私
に
と
り
ま
し
て
は
、
生
ま
れ
た
土

地
、
母
の
里
に
つ
い
で
最
も
懐
し
く
、

ま
た
最
も
意
義
深
い
藝げ

い

術じ
ゅ
つの

母
胎
」

と
後
に
記
し
て
お
り
、
小
田
原
へ
の

愛
着
が
伺
え
ま
す
。

北
原
白
秋
と
小
田
原

今
年
は
没
後
70
年

小
田
原
で
多
く
の
代
表
作
を
生
み
出
し
た
北
原
白
秋
。

こ
の
秋
、小
田
原
で
は
、白
秋
に
ち
な
ん
だ
展
覧
会
、

講
座
な
ど
が
多
く
開
か
れ
ま
す
。

問 

市
立
図
書
館 

☎ 

24-

1
0
5
5

佐
藤
北ほ

久く

山ざ
ん

創
作
木
版
画
展

ー
北
原
白
秋
の
挿
絵
世
界
ー

郷
土
文
化
館 

☎ 

23-

1
3
7
7

創
作
木
版
画
家
・
佐
藤
北
久
山
さ
ん
が
、

白
秋
童
謡
集
の
挿
絵
な
ど
を
も
と
に
制

作
し
た
木
版
画
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時

：

9
月
27
日（
木
）〜
10
月
21
日（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所

：

松
永
記
念
館

観
覧
料

：

無
料

小
田
原
文
学
館
特
別
展

「
北
原
白
秋  

ー
小
田
原
で
の
日
々
ー
」

市
立
図
書
館  

☎
24-

1
0
5
5

小
田
原
で
の
白
秋
の
業
績
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
童
謡
を
中
心
に
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

日
時

：

10
月
20
日（
土
）〜
12
月
26
日（
水
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
入
館
は

午
後
4
時
30
分
ま
で
）

※ 

10
月
28
日（
日
）と
、
11
月
25
日（
日
）

の
午
後
2
時
か
ら
、
学
芸
員
に
よ
る

展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

場
所

：

小
田
原
文
学
館

観
覧
料

：

2
5
0
円

清せ
い

閑か
ん

亭て
い

の
白
秋
記
念
日

歌
の
散
歩
道

N
P
O
法
人
小
田
原
ま
ち
づ
く
り
応
援
団
／

小
田
原
邸
園
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
小
田
原
邸
園
交
流
館  

清
閑
亭  

☎
22-

2
8
3
4
）

白
秋
忌
に
、
白
秋
童
謡
の
生
ま
れ
た
舞

台（
か
ら
た
ち
の
花
の
小こ

径み
ち

、
木み

み

兎づ
く

の
家
、

聖
十
字
教
会
、
清
閑
亭
）を
訪
ね
、
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
の
橋
本
京
子
さ
ん
と
一
緒
に

白
秋
ゆ
か
り
の
曲
を
歌
い
歩
き
ま
す
。

日
時

：

11
月
2
日（
金
）

午
前
の
部

：

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

（
小
田
原
駅
新
幹
線
改
札
前
集
合
）

午
後
の
部

：

午
後
0
時
〜
3
時
30
分

（
清
閑
亭
集
合
）

出
演
者

：

橋
本
京
子
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）

定
員

：

各
回
25
人（
電
話
申
込
先
着
順
）

参
加
費

：

2
5
0
0
円（
昼
食
付
き
）　

歴
史
的
建
造
物
リ
レ
ー
第
4
走

「
白
秋
童
謡
館
の
魅
力
」

板
橋
秋
の
交
流
会
実
行
委
員
会
　

事
務
局（
郷
土
文
化
館
）  

☎
23-

1
3
7
7

板
橋
周
辺
に
点
在
す
る
歴
史
的
建
造
物

の
価
値
や
魅
力
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介

す
る
シ
リ
ー
ズ
の
4
回
め
で
す
。

日
時

：

11
月
3
日（
土
・
祝
）　

❶ 

竹
村
忠
孝
さ
ん「
蓄
音
機
で
聴
く
北

原
白
秋
の
声
」  

午
前
11
時
〜
12
時

❷ 

白
秋
好
み
の
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る
ラ
ン
チ

午
後
0
時
〜
1
時

❸ 

竹
村
忠
孝
さ
ん
「
北
原
白
秋
の
世
界  

ー
白
秋
と
白
秋
ゆ
か
り
の
人
び
と
の

自
筆
の
手
紙 

」
午
後
1
時
〜
2
時

❹ 

島
田
澄
子
さ
ん

「
白
秋
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」

午
後
2
時
10
分
〜
3
時

場
所

：

小
田
原
文
学
館
・
白
秋
童
謡
館

定
員

：

30
人（
電
話
申
込 

先
着
順
）

参
加
費

：

3
0
0
0
円（
ラ
ン
チ
代 

他
）

北原白秋の初版本が寄贈されました
6月、東京都在住の石丸麗子さんから市に、白秋
の作品約 60 冊が寄贈されました。これらは石
丸さんのご主人（元早稲田大学教員 ）が生前収
集したもので、代表作「邪

じゃ

宗
しゅう

門
もん

」の初版本など貴
重な作品が多く含まれています。
寄贈いただいた作品は10月20日（土）から小田
原文学館で開催される特別展「北原白秋―小田
原での日々―」で公開します。また、今後、小田原
文学館の常設展示などで随時紹介していきます。

感謝状贈呈後、初版本を手に取る加藤
市長と石丸さん

北原白秋  1885（明治18）年〜1942（昭和 17）年
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白
秋
を
歌
う
園
児
た
ち

　

白
秋
が
住
ん
だ
「
木み

み

兎づ
く

の
家
」 

の
あ
っ
た
城
山
の
伝で

ん

肇じ
ょ
う

寺じ

。
そ
の

隣
に
あ
る
、「
み
み
づ
く
幼
稚
園
」

で
は
、
園
児
の
歌
声
が
毎
朝
響
き

ま
す
。

　

千
葉
恵
美
園
長
は
、
白
秋
の
妻
、

北
原
菊
子
さ
ん
が
、
東
京
か
ら
訪
ね

て
き
た
時
に
、
白
秋
の
思
い
出
話
を

よ
く
聞
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
酒
が
大
好
な
白
秋
は
、
昼
か
ら

よ
く
酒
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
が
、

夕
方
に
な
る
と
一
生
懸
命
原
稿 

を
書
き
、
１
週
間
分
ほ
ど
の
原
稿

が
た
ま
る
と
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、

原
稿
を
投
函
す
る
よ
う
菊
子
さ
ん

に
言
い
つ
け
ま
し
た
。
夜
道
を
行

く
の
が
怖
か
っ
た
菊
子
さ
ん
は
、

投
函
に
行
っ
た
ふ
り
を
し
て
庭
に

原
稿
を
隠
し
、
次
の
日
、
白
秋
が

ま
た
昼
間
か
ら
酒
を
飲
み
眠
っ
た

隙
に
、
原
稿
を
投
函
し
た
と
言
い

ま
す
」。

　

千
葉
園
長
は
、
全
国
各
地
か
ら
、

伝
肇
寺
に
文
学
散
歩
に
訪
れ
た
か
た

が
た
に
も
、
そ
う
い
っ
た
逸
話
を
語

り
、
皆
さ
ん
と
白
秋
を
し
の
ん
で
い

ま
す
。

　
白
秋
を
記
念
し
て
設
立
し
た
み
み

づ
く
幼
稚
園
で
は
、
設
立
当
初
か
ら

園
児
た
ち
が
、
白
秋
の
童
謡
を
歌
っ

て
き
ま
し
た
。

　
「
待
ち
ぼ
う
け
、
待
ち
ぼ
う
け
♪  

あ
る
日
せ
っ
せ
と
、
野
良
稼
ぎ
♪  

そ
こ
に
兔う

さ
ぎ

が
と
ん
で
出
て
♪  

こ
ろ

り
こ
ろ
げ
た
、
木
の
ね
っ
こ
♪
」

　
毎
年
、
８
月
に
小
田
原
漁
港
で
開

催
さ
れ
る「
み
な
と
ま
つ
り
」な
ど

の
行
事
で
も
白
秋
の
童
謡
を
披
露
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
園
児
の
保
護
者

を
中
心
に
結
成
さ
れ
た「
か
や
の
木

コ
ー
ラ
ス
」も
、
白
秋
の
童
謡
を
広

め
て
い
ま
す
。

　
白
秋
の
暮
ら
し
た
小
田
原
に
、
こ

れ
か
ら
も
、
白
秋
の
童
謡
が
歌
い
継

が
れ
て
い
き
ま
す
。

無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

文
学
の
ま
ち
づ
く
り

小
田
原
文
学
館  

西さ
い

海か

子ち

サ
ロ
ン

「
無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
学
の
ま
ち
づ
く
り
」

事
務
局
（
市
立
図
書
館
） 

☎
24-

1
0
5
5

「
無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

文
学
の
ま
ち

づ
く
り
」
が
企
画
す
る「
小
田
原
文
学
館

西
海
子
サ
ロ
ン
」。
本
年
度
第
3
回
と
し

て
、
北
原
白
秋
を
テ
ー
マ
に
次
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

● 

柳
川
市
の
白
秋
祭
水
上
パ
レ
ー
ド
参
加

白
秋
生
誕
の
地
、
福
岡
県
柳
川
市
で
、
白

秋
の
命
日
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
「
白
秋

祭
水
上
パ
レ
ー
ド
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
程

：

11
月
1
日（
木
）〜
2
日
（
金
）

定
員

：

10
人（
電
話
申
込
先
着
順
）

費
用

：

7
万
8
0
0
0
円
程
度

● 

講
演
会「
近
代
日
本
史
の
な
か
の
白
秋
」

（
講
師

：

文
芸
評
論
家  

川
本
三
郎
さ
ん
）

日
時

：

11
月
24
日（
土
）午
後
1
時
30
分
〜

場
所

：

市
民
会
館
6
階  

第
6
・
7
会
議
室

定
員

：

1
5
0
人（
電
話
申
込
先
着
順
）

● 

童
謡
の
散
歩
道

小
田
原
駅
西
口
か
ら
水
之
尾
を
経
由
し

文
学
館
へ
向
か
う「
白
秋
童
謡
の
散
歩

道
」。
か
ら
た
ち
の
花
の
小
径
を
通
り
、

随
所
に
あ
る
歌
碑
を
訪
ね
、
白
秋
が「
野

外
劇
場
の
観
客
席
の
よ
う
…
…
」
と
例
え

た
風
景
に
出
会
い
ま
せ
ん
か
。

日
時

：

11
月
25
日（
日
）
午
前
10
時
集
合

定
員

：

30
人（
電
話
申
込
先
着
順
）

● 「
白
秋
童
謡
の
メ
ロ
デ
ィ
を
う
た
う
」

「
白
秋
の
詩
の
朗
読
会
」

み
み
づ
く
幼
稚
園
の
園
児
の
う
た
と
小

田
原
高
校
演
劇
部
に
よ
る
詩
の
朗
読
会
。

日
時

：

11
月
25
日（
日
）
午
後
1
時
〜

場
所

：

小
田
原
文
学
館
庭
園

● 

文
学
館
カ
フ
ェ

白
秋
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
、
自
然
酵
母
の

パ
ン
、
キ
ッ
シ
ュ
、
カ
ス
テ
ラ
や
白
秋
に

ち
な
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
飲
食
物
を
販
売

し
ま
す
。

日
時

：

11
月
25
日（
日
）
午
前
10
時
〜

場
所

：

小
田
原
文
学
館
庭
園

白秋童謡館
小田原文学館の敷地内にある大正モダン調
の和風建築です。白秋が、児童雑誌「赤い 
鳥 」に童謡の担当者として参加した頃の資料
の他、日本で初めて本格的に翻訳した英国童
謡〈マザー・グース〉のコーナーもあります。

南町 2−3−4  
☎ 22 - 9881  
観覧料 250 円（小田原文学館と共通 ）

「からたちの花の小
こ

径
みち

」   
代表作「からたちの花」は、白秋が水之尾への小径を散
策して作ったとされています。

伝肇寺学園 
みみづく幼稚園  園長

千葉恵美さん

白秋童謡館

第59回
小田原市民文化祭 
文化政策課  ☎ 33-1706

12 月16 日（日 ）まで開催中の小
田原市民文化祭でも、一部の参
加団体が白秋に関連する事業を
行います。

キャンパスおだわら
文学講座

「白秋の玉手箱ステップⅡ」
けやき ☎ 33-1871

白秋童謡集の編集や年譜の作成
など、グループワークで学習し
ます。

日程：10月18日〜12 月20 日の
毎週木曜日（全10 回 ）

※ 詳しくはお問い合わせください。
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小
田
原
市
の
下
水
道

　

市
が
下
水
道
事
業
に
着
手
し
た
の
は
、
昭

和
34
年
。
そ
れ
か
ら
約
半
世
紀
を
経
て
、
今

で
は
市
民
の
約
4
分
の
3
が
下
水
道
を
利
用

し
、
河
川
の
水
質
や
生
活
環
境
が
向
上
し
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
下
水
道
整
備
計
画
区
域
の
約

2
9
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル（
※
）の
う
ち
、
約

2
4
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
を
完
了
し
ま

し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
計
画
区
域
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※ 

平
成
22
年
度
に
、
人
口
の
推
移
な
ど
の
社
会
情
勢
を
考
慮
し

て
計
画
を
見
直
し
、
そ
れ
ま
で
の
約
4
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
か
ら
、
市
街
化
区
域（
積
極
的
に
整
備
・
開
発
を
行
っ
て

い
く
区
域
）と
ほ
ぼ
同
じ
区
域
に
縮
小
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
の
課
題

老
朽
化
の
進
行

　

市
の
下
水
道
管
の
総
延
長
は
約
5
6
0
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
こ
れ
は
、
お
よ
そ
小
田

原
駅
か
ら
姫
路
駅
ま
で
の
線
路
の
長
さ
に
相

当
し
ま
す
。

　
現
在
、
標
準
耐
用
年
数
の
50
年
を
超
え
る
下

水
道
管
は
、
全
体
の
約
1
パ
ー
セ
ン
ト（
5
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）で
す
。
10
年
後
に
は
、
こ
れ
が

約
20
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
更
新
の
た
め
、
多

額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
市

立
病
院
や
避
難
所
な
ど
の
防
災
拠
点
と
、
下

水
処
理
場
を
結
ぶ
下
水
道
管
の
耐
震
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
財
政
の
健
全
化

　
下
水
道
事
業
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
特
別

会
計
を
設
け
て
、
独
立
採
算
の
原
則
に
よ
り
運

営
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
は
、
下
水
道
使
用
料
で
賄
う
べ

き
経
費
が
約
41
億
2
4
0
0
万
円
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
利
用
者
か
ら
の
下
水
道
使
用
料
は

35
億
4
0
0
0
万
円
で
、
不
足
分
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
と
、
借
入
金
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
ま
し
た
。

スイッチを入れると電気がつき、蛇口をひねると 
水が出る…。私たちは、電気、水道、ガスなどにより、
快適な生活を送ることができます。
下水道については、ふだん意識することは少ない
かもしれませんが、電気や水道と同じように暮らし
を支える大切なもので、汚れた水を集めてきれい
な水に戻し、川や海の環境を保全しています。
ここでは、私たちの生活に欠かせない下水道事業
について紹介します。

問  下水道総務課  ☎ 33-1611

下水道事業の
取り組み

未来へつなぐ、
暮らしを支える下水道

整備後50年を経過する下水道管（累計）の推移
600

400

200

0
（㎞）  H21 H25 H29 H33 H37 H41 H45 H49 H53 H57 H61 H65 H69 H73 （年）

早川駅

小田原駅 鴨宮駅

下曽我駅

足柄駅 右岸処理場

寿町終末処理場 左岸処理場

蛍田駅

富水駅

栢山駅

酒

匂

川

国府津駅

下水道整備計画区域
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一
般
会
計
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
税
金

を
財
源
に
し
て
い
る
た
め
、
下
水
道
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
な
い
か
た
と
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
に
は
、
繰
入
金
を
減
ら
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に「
小
田
原
市
下
水

道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
、
各
種
課
題
に

対
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

老
朽
化
対
策

　

下
水
道
管
の
老
朽
化
が
進
む
と
、
下
水
道

管
に
ひ
び
や
隙
間
、
腐
食
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
、
放
置
し
て
お
く
と
、
道
路
の
陥
没

な
ど
の
発
生
原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
傷
ん

だ
下
水
道
管
を
修
繕
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
よ
り
長
く
使
用
し
て
い
く
た
め
に
、
下

水
道
管
の
老
朽
度
を
把
握
す
る
状
態
調
査
を

行
っ
た
う
え
で
、「
下
水
道
長
寿
命
化
計
画
」

を
策
定
し
、
計
画
的
に
補
修
工
事
を
し
て
い

き
ま
す
。

地
震
対
策

　

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
市
立
病

院
や
広
域
避
難
場
所
な
ど
は
、
水
洗
ト
イ
レ

が
使
用
で
き
る
状
態
に
し
、
ま
た
、
下
水
道

管
が
壊
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、「
地

震
対
策
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、
地
震
に
強

い
下
水
道
管
に
す
る
工
事
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

事
業
の
効
率
化

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
も
、
各
家
庭
で
利
用

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
無
駄
な
投
資
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
市
で
は
、
下
水
処
理
が
可
能

に
な
っ
た
地
域
の
か
た
に
、
速
や
か
に
下
水
道

へ
接
続
し
て
も
ら
う
た
め
の
、
P
R
を
行
う

と
と
も
に
、
下
水
道
接
続
工
事
費
の
助
成
や
貸

付
の
制
度
を
設
け
、
接
続
率
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
市
内
に
は
、
市
お
よ
び
県
が

管
理
す
る
下
水
処
理
場
が
3
か
所
あ
り
ま
す

が
、
社
会
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
汚
水
の
減
少

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
汚
水
処
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
市
が
管

理
す
る
寿
町
終
末
処
理
場
で
の
処
理
を
止
め
、

県
が
管
理
す
る
2
つ
の
処
理
場
で
集
約
処
理

す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
に

　

市
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
下
水
道
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
計
画
的
で
効

率
的
な
下
水
道
事
業
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
市
で
は
、
外
部
の
有
識
者
や
市
民
が
参
画
す

る
下
水
道
運
営
審
議
会
を
設
置
し
、
各
方
面
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
健
全
な
下
水
道
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　下水道事業の現状や課題、今後の取り組みなどをまと
めた「小田原市下水道中期ビジョン」は、ホームページ
で公表しています。

トップページ上のバー「暮らしの情報」をクリック
→暮らし → 下水道・し尿 →小田原市下水道中期ビ
ジョンの策定について

東日本大震災による被害の例

下水道ふれあいまつり

　下水道への理解と関心を深められるよう、下水処理場
を開放し、模擬店やゲームなどの催しを行います。
　楽しみながら、下水道について勉強できます。

日時：10月20 日（土 ） 
 午前 10 時〜午後 3 時

（模擬店などのスタンプラリー参加台紙の配布は
午後 2 時 30 分まで）

場所：酒匂きらり広場（西酒匂1-1-54  酒匂管理センター内）
内容：下水処理場見学、下水道学習室、模擬店、ゲーム、お

はやし演奏、踊りの披露など
お問い合わせ：公益財団法人  県下水道公社企画課

☎ 0463-55-7438

下水道使用料で賄うべき経費（平成23年度）

一般会計からの繰入金・借入金
5億8,400万円

下水道使用料
35億4,000万円

不
足
分

41億2,400万円
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「小田原市行政改革指針」の3つの視点

平
成
23
年
度
の

取
り
組
み

　
「
小
田
原
市
行
政
改
革
指
針
」
で

設
定
し
た
3
つ
の
視
点
に
基
づ
き
、

83
件
の
取
り
組
み
計
画
を
「
行
革
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
1
」

と
し
て
ま
と
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
行

政
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加

え
、
各
部
署
に
お
い
て
自
主
的
な
業

務
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

視点1
   効率的・効果的な行財政運営の推進

視点2
   健全な行財政運営の推進
歳入面では税収が伸び悩み、歳出面では社会
保障関係費（扶助費 ）の増加が進んでいます。 
2 つの推進項目に基づく歳入歳出構造の見直し
を行い、財源確保に努めます。

平成 23 年度の行政改革による主な効果額
（7,751万 1千円）

歳出削減額
7,221万 1千円
● 各種補助事業の

見直し
● 住居手当の見直し
● 施設の節電対策

等の見直し
など

歳入増加額
530 万円

● ホームページへの
バナー広告の掲載

● 自動 販 売 機 設 置 場 所
の貸付方法の見直し
など　

歳入確保
■ 広告収入等による新たな歳入確保

策の導入
■ 自動販売機設置場所の貸付方法の

見直し

歳出抑制
■ 健全化指標に基づく財政規律の確保
■ 衛生環境保持事業の見直し

事業の休廃止、見直し、類似・重複事業の整理・統合
■ 消防の広域化の実施    ■ 委託事業者の選定方法の見直し

施設の管理運営方法等の見直し
（ファシリティマネジメントの推進）

■ 清
せい

閑
かん

亭
てい

の改修及び活用

定員管理の適正化、人材育成と人事給与制度の見直し
■ 住居手当の見直し

職員の意識改革
■ 業務改善・職員提案制度の推進   ■ コンプライアンス推進体制の整備

▶ 平成23年度に取り組んだ項目▶ 平成23年度に取り組んだ項目

推進項目1推進項目1

推進項目2
推進項目3

推進項目4

推進項目2

主な取り組み主な取り組み

主な取り組み
主な取り組み

主な取り組み

主な取り組み

行政改革の
取り組み

問  行政管理課  ☎ 33-1305

市では、少子高齢化、人口減少、税収減少などの 
変化に機動的に対応した行政改革に取り組むため、
平成 23 年3月に「小田原市行政改革指針」を策定
しました。
この指針に基づき、各部署が事務事業の見直しを
行い、その結果、改善・改革を行うものについては、
具体的な取り組み計画である「行革アクション 
プログラム」として取りまとめ、行政改革に取り組
んでいます。

広告収入等による新たな歳入確保策の導入 清閑亭の改修及び活用 消防の広域化の実施

厳しい財政状況の中で、重要政策などの推進や
市民ニーズに着実に対応するため、4つの推進
項目に基づき、行政資源の効率的で効果的な活
用に取り組みます。

6



新
た
に
加
え
た

主
な
取
り
組
み

■ 

市
庁
舎
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
推
進
の
取
組

■ 

市
税
等
収
納
率
向
上
の
取
組

■ 

市
有
地
の
有
効
活
用
に
よ
る
新
た

な
歳
入
確
保
の
取
組

「白秋が詠んだ小田原」

　今年は、北原白秋の没後70年ということで、文学館や白
秋童謡館などを拠点としたさまざまな行事が予定されていま
す。白秋は、小田原で暮らした8年間に、「赤い鳥小鳥」「あ
わて床屋」「揺

ゆり

籠
かご

のうた」「砂山」「からたちの花」「ペチカ」「待
ちぼうけ」「この道」「雨ふり」など、私たちにたいへん身近な
作品を含め、彼の生涯を通じた詩作、約1200点のうちの半
分を詠んだとのこと。小田原は、白秋の詩作に極めて大き
な位置を占めているのです。
　白秋が暮らしていた頃、すなわち大正期の小田原の街並
みや、人々の暮らしのようすは、既に無くなってしまっている
ものが多いのですが、白秋が眺めたであろう風景、歩いた
であろう小

こ

径
みち

は、今でも眺め、辿
たど

ることができます。小田原
駅西口から谷津の丘陵部の尾根筋を辿り、伝

でん

肇
じょう

寺
じ

を経由し
て板橋方面へ下る「白秋童謡の散歩道」沿いには、往時を
偲
しの

ばせる眺めやたたずまいが随所に。私の家はこの散歩道
のごく近くにあるため、散歩道の一帯は、幼い頃の虫取りの
フィールドであり、また中学や高校の頃は友達と遊んだりラ
ンニングで通ったりと、私自身の成育環境でもあったので、
会ったことのない白秋をとても身近に感じています。
　白秋が詩作した童謡には、自然の情景、その美しさ、そ
の中で営まれている人々の暮らしの機

き

微
び

などが、やさしさ、
ぬくもり、懐かしさや感慨を伴って描かれています。そこには、
郷里である柳川など、過去において暮らした土地の記憶も
入ってはいるのでしょうが、やはり小田原という土地が有し
ていた、四季折々、時々刻々に見せる自然やまちの景色の多
様性、繊細な美しさ、人々の優しさや温かさが、はっきりと
映
えい

じていたのだと思います。小田原の、さまざまな意味にお
ける豊かさが、白秋の詩作を生み出したのです。「からたち
の花」など、何度唄

うた

っても琴
きん

線
せん

に触れる気がするのは、そ
のような豊かさへの感謝（ありがたみ）が、共感をもって感
じられるからかもしれません。
　往時とは姿をだいぶ変えているとはいえ、小田原にはその
ような豊かさを感じられる風景や営みが、私たちの周りにた
くさん存在しています。何気ない日常の中に見え隠れする、
自然の表情、四季の移ろい、人々の温もりや優しさを大切
にする心・・・。それらをたくさん持っている小田原の豊か
さを、誰にでも分かりやすく、白秋の童謡は教えてくれてい
るのです。

平
成
24
年
度
以
降
の

取
り
組
み

　
「
行
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

2
0
1
1
」を
事
務
事
業
の
見
直
し

結
果
や
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏

ま
え
て
見
直
し
、「
行
革
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
2
」と
し
て

ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
後
も
継
続
し
て
行
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー

「
市
政
情
報
」を
ク
リ
ッ
ク
→

「
行
政
改
革
」

視点3
   市民との協働による行財政運営の推進

市民や民間の力による
事業展開の推進
■ 「キャンパスおだわら」の開設

市民と行政の情報共有と
市民によるモニタリング
■ パブリックコメントの制度化

▶ 平成23年度に取り組んだ項目

社会環境の変化により「公共」に求められる領域が
変化しています。2つの推進項目に基づき、市民・
民間・行政の役割分担を見直し、それぞれの特長を
生かした事業展開や市民と行政との協働による行
政改革を進めるための仕組み作りに取り組みます。

推進項目1

推進項目2

主な取り組み

主な取り組み

「キャンパスおだわら」の開設
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家
族
の
よ
う
に
温
か
い

　

駅
へ
の
帰
り
道
に
け
が
を
し
た
1
年
生
に

付
き
添
っ
て
保
健
室
に
戻
る
上
級
生
。
異
な

る
学
年
が
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
遊
ぶ
休

み
時
間
。
低
学
年
、中
学
年
、高
学
年
ご
と
に

行
う
体
育
の
合
同
授
業
。
沖
津
芳よ

し

賢か
た

校
長
は
、

学
校
の
一
番
の
魅
力
を「
学
年
の
垣
根
を
越
え

た
交
流
」と
言
い
ま
す
。

　
多
く
の
児
童
は
、職
員
室
や
校
長
室
に
立
ち

　
片
浦
小
学
校
で
は
、片
浦
の
豊
か
な
自
然
や
少

人
数
指
導
を
生
か
し
た
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
初
の「
小
規
模
特
認
校
」に
認
定
さ

れ
、市
内
全
域
か
ら
入
学
・
転
入
学
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

小
規
模
特
認
校
制
度
と
は

　

少
人
数
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
い
指
導
や

地
域
と
連
携
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
実

施
し
て
い
る
小
規
模
校
で
学
ば
せ
た
い
と
い

う
保
護
者
の
希
望
を
、一
定
の
条
件
の
も
と
受

け
入
れ
る
制
度
で
す
。
市
内
全
域
か
ら
通
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
伸
ば
す

　
入
学
当
初
、1
年
生
は
根
府
川
駅
か
ら
学
校

ま
で
の
坂
を
上
る
だ
け
で
も
大
変
で
し
た
。
今

で
は
学
校
生
活
に
も
す
っ
か
り
慣
れ
、1
ク
ラ

ス
13
人
の
児
童
が
毎
日
元
気
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
は
先
生
と
児
童
一
人
一
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
、繰
り
返
し
の
学
習
や

個
別
指
導
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
が
持
っ
て

い
る
力
を
伸
ば
す
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

寄
り
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」、「
さ
よ
う
な

ら
」と
挨
拶
を
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
挨
拶

に
は
、学
校
全
体
が
家
族
の
よ
う
な
温
か
い
雰

囲
気
が
あ
る
こ
と
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
だ
ん
か
ら
学
年
を
越
え
て
遊
ぶ
こ
と
の

多
い
片
浦
の
子
ど
も
た
ち
は
、優
し
い
心
、助

け
合
い
の
心
を
自
然
と
身
に
付
け
る
の
か
も

し
れ
な
い
。『
片
浦
の
よ
さ
』が
さ
ら
に
伸
び

る
よ
う
、保
護
者
、地
域
と
共
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」。
今
後
も
、家
族
の
よ
う
に
温
か

い
片
浦
小
学
校
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

小
規
模
特
認
校 

片
浦
小
学
校
で
育
つ

平
成
25
年
度
の
児
童
募
集
を
始
め
ま
す

問 教育総務課  ☎ 33-1671
     教育指導課  ☎ 33-1730
     片浦小学校  ☎29-02501年生の学校生活のようす

全校児童 64 人の片浦小学校

平成25年度児童募集
■ 募集人数（平成 25 年 4 月時点の学年）

1年生 7人、2 年生 2 人、3 年生 7人、4 年生 10人、
5 年生 2 人、6 年生 4人

■ 学校説明会 
日時：10月16日（火 ）  午後 3 時〜 4 時

11月10 日（土 ）  午後 2 時〜3 時
場所 ：片浦小学校

■ 学校公開日
10月11日（木）〜16日（火） ［土・日曜日を除く］、11月10日（土）
見学は随時受け付けます。詳細は片浦小学校へ。

片浦小学校 校長

沖津芳賢

トップページ上のバー「暮らしの情報」をクリック
→ 入園・入学 → 小規模特認校児童募集

■ 申請手続き
事前に学校を見学し、保護者、児童などの面接をした後、
申請書を提出してください。
申請書は教育指導課、片浦小学校で配布しています。
市ホームページからもダウンロードできます。
申請期間：10月17日（水）〜12月14日（金）

※ 申請者が募集人数を超えた場合は、原則として抽選とします。ただし、
兄弟姉妹関係については考慮します。

※ 募集人数に満たない場合は、募集期間以降も申請を受け付けます。
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未
納
の
か
た
に

電
話
で
お
知
ら
せ

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
市
税

を
で
き
る
だ
け
早
く
徴
収
し
、
滞
納
金
額
を

減
ら
す
た
め
、
納
税
促
進
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
ま
し
た
。

　
納
期
限
ま
で
に
市
税
を
納
付
し
て
い
な
い

か
た
に
、
委
託
会
社
の
専
門
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
電
話
を
か
け
、
未
納
状
況
を
説
明
し
て
納

付
予
定
を
確
認
す
る
な
ど
、
効
率
的
に
納
付

を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
税
は
、
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
法
人

市
民
税
で
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
!

　
納
税
促
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
必
ず
納

付
書
で
の
納
付
を
ご
案
内
し
ま
す
。

A
T
M（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）の
操

作
や
金
融
機
関
の
口
座
を
指
定
し
て
、

振
り
込
み
を
依
頼
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　
振
り
込
め
詐
欺
と
思
わ
れ
る
不
審
な

電
話
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
す
ぐ
に
市

税
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

未
納
が
続
け
ば「
滞
納
処
分
」に

　

市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
と
、

納
期
内
に
納
付
し
た
か
た
と
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

未
納
が
続
い
た
場
合
は
、
財
産
を
調
査
し
、

差
し
押
さ
え
な
ど
の「
滞
納
処
分
」を
行
い

ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
る
財
産
は
、
預
貯
金
な
ど
の

他
、
給
料
や
生
命
保
険
、
不
動
産
に
至
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

納
税
に
困
っ
た
ら
ま
ず
相
談
を

　
「
納
付
し
た
く
て
も
納
付
で
き
な
い
」。

　
納
税
に
困
っ
た
ら
、
ま
ず
、
市
税
総
務
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
の
内
容
を
踏

ま
え
た
納
付
計
画
を
立
て
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
週
火
曜
日
は
、
市
税
収
納
窓
口

の
業
務
時
間
を
午
後
7
時
ま
で
延
長
し
、
納

税
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市税は、さまざまな行政サービスを行うため
の貴重な財源です。定められた納期限まで
に、必ず納付してください。
市では10月から、納税促進センターを開設
し、税金の滞納防止に、より一層努めます。

納付方法のご案内

市役所、支所・連絡所などの窓口や金融機関での納付の他、次のよ
うな納付方法もあります。

● 口座振替
納期限の日に指定口座から引き落とされるため、納付し忘れること
もなく便利です。市内各金融機関の窓口でお申し込みください。な
お、口座振替は開始まで 40 日程度かかります。

● コンビニエンスストアでの納付
バーコードが印刷されている納付書は、指定のコンビニエンススト
アでも納付できます。ただし、納付書には使用期限がありますので、
ご注意ください。

また、アークロード市民窓口やマロニエ住民窓口などは、土・日曜日、
祝日にも納付することができます。

● アークロード市民窓口
（小田原駅東西自由連絡通路内 ）
平日：午前 7 時 30 分〜午後 7 時
土･日曜日、祝日：午前 8 時 30 分〜午後 5 時

● マロニエ住民窓口
平日、土･日曜日、祝日：午前 8 時 30 分〜午後 5 時

※  いずれも原則として、納付書が必要です。

納税促進センターを開設

納税は納期内に

問  市税総務課  ☎33-1345

9 広報 小田原  2012.10.1



東
日
本
大
震
災
で
は
、津
波
に
よ
る

被
害
が
甚
大
で
し
た
が
、地
震
の
揺

れ
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
住
宅
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
地
震
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す

る
に
は
、住
宅
な
ど
の
耐
震
化
を
進

め
、倒
壊
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

特
に
、昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に

着
工
し
た
建
築
物
は
、古
い
耐
震
基

準
で
設
計
さ
れ
て
い
る
た
め
、過
去

に
発
生
し
た
地
震
で
も
大
き
な
被

害
を
受
け
て
い
ま
す
。

市
で
は
、「
昭
和
56
年
5
月
31
日
以

前
に
着
工
し
た
建
築
物
」に
つ
い
て
、

耐
震
化
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
活
用
し
て
、ご
自
宅
の
耐

震
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
小
田
原
城
址
公
園
こ
ど
も
遊
園

地
で
は
、
10
月
か
ら
毎
月
第
2
日

曜
日
に
、「
ふ
れ
あ
い
動
物
園
」を

開
催
し
ま
す
。

　
ポ
ニ
ー
や
ウ
サ
ギ
、
ブ
タ
な
ど
、

か
わ
い
い
動
物
た
ち
に
触
れ
合

い
、
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

開
催
日

：

10
月
14
日
、
11
月
11
日
、

12
月
9
日
、

平
成
25
年
1
月
13
日
、

2
月
10
日
、3
月
10
日

※
平
成
25
年
4
月
以
降
は

開
催
未
定
で
す
。

木
造
住
宅
に

お
住
ま
い
の
か
た
は
…

❶ 

無
料
耐
震
相
談
会
の
実
施

　
建
築
士
な
ど
が
、
ご
自
宅
の
平

面
図
を
見
な
が
ら
耐
震
性
を
無
料

で
診
断
す
る
も
の
で
、
各
地
区
の

公
民
館
な
ど
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
に
は
、
開
催
の
1
〜

2
週
間
前
ま
で
に
、
は
が
き
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
自
宅
の

平
面
図
を
持
参
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

❷ 

一
般
耐
震
診
断

　

無
料
耐
震
相
談
会
で「
耐
震
性

に
不
安
が
あ
る
」と
診
断
さ
れ
た

場
合
は
、
一
般
耐
震
診
断
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
設
計
図
面
な
ど
の
資
料
や
、
ご

自
宅
へ
の
訪
問
調
査
に
よ
り
、
耐

震
性
を
診
断
し
ま
す
。
診
断
を
受

け
た
場
合
は
、
診
断
費
用
の
2
分
の

1（
上
限
4
万
円
）を
助
成
し
ま
す
。

❸ 

耐
震
改
修
工
事

　

一
般
耐
震
診
断
で「
耐
震
改
修

工
事
が
必
要
」と
診
断
さ
れ
、
改

修
を
行
う
場
合
、
工
事
費
用
の
2

分
の
1（
上
限
50
万
円
）を
助
成
し

ま
す
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に

お
住
ま
い
の
か
た
は
…

耐
震
診
断
費
用
の
助
成

　
管
理
組
合
な
ど
が
行
う
耐
震
診

断
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額
は
、
診
断
費
用
の
2
分
の

1
、
ま
た
は
1
戸
あ
た
り
4
万
円

の
い
ず
れ
か
低
い
額（
上
限
1
2
0 

万
円
）と
な
り
ま
す
。

時
間

：

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

入
場
料

：

無
料

主
催

：

事
業
協
会

i

i

小
田
原
城
址
公
園  

10
月
か
ら
の
第
2
日
曜
日
は

ふ
れ
あ
い
動
物
園
（
平
成
25
年
3
月
ま
で
）

ご
自
宅
の
耐
震
化

建
築
指
導
課  

☎ 

33-  
1
4
3
3

問

問

事
業
協
会
（
こ
ど
も
遊
園
地
） 

☎ 

22-  
3
4
1
7

観
光
課	

　
　
　
　
　
　
　
☎ 

23-  
1
3
7
3

緊
急
輸
送
路
沿
い
の

建
築
物
に
つ
い
て
も
…

耐
震
診
断
費
用
の
助
成

　
大
規
模
震
災
時
、
支
援
物
資
な

ど
を
運
ぶ
道
路
と
な
る
緊
急
輸
送

路
沿
い
の
建
築
物
が
倒
壊
し
、
輸

送
路
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
こ
と
が

な
い
よ
う
、
緊
急
輸
送
路
沿
い
の

建
築
物
の
耐
震
化
も
重
要
で
す
。

対
象
と
な
る
建
築
物
の
診
断
費
用

の
2
分
の
1
、
ま
た
は
建
築
物
の

規
模
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
い
ず

れ
か
低
い
額（
上
限
1
2
0
万
円
）

を
助
成
し
ま
す
。

※ 

各
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
条

件
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に

建
築
指
導
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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利
用
者
が
自
転
車
か
ら
離
れ
、
す

ぐ
に
動
か
せ
な
い
自
転
車
は
、
時
間

の
長
短
に
関
係
な
く
、
放
置
自
転
車

と
い
い
ま
す
。
買
い
物
な
ど
の
た

め
、
道
路
や
歩
道
に
短
時
間
止
め

た
自
転
車
も
放
置
自
転
車
で
す
。

　

道
路
や
歩
道
の
放
置
自
転
車

市
で
は
、警
察
や
防
犯
指
導
員
と
連

携
し
て
、安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り
旬
間
に
は
、防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
や
、自
転
車
盗
難
・
振
り

込
め
詐
欺
を
防
止
す
る
た
め
の
啓
発

活
動
を
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

地
域
の
防
犯
活
動

　
国
府
津
地
区
防
犯
活
動
協
議
会

は
、
平
成
18
年
12
月
に
結
成
し
、

虐
待
に
よ
り
障
が
い
者
の
権
利
や

尊
厳
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
、「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

虐
待
に
気
づ
い
た
人
の
通
報
義
務

も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
見
て
見

ぬ
ふ
り
」は
、虐
待
を
許
し
て
い
る

こ
と
と
同
じ
で
す
。
皆
で
協
力
し

て
、
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

虐
待
の
例

❶ 

身
体
的
虐
待

　
障
が
い
者
の
体
に
傷
や
痛
み
を

負
わ
せ
る
暴
力
を
加
え
る
こ
と
。
ま

た
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
身
動
き

が
取
れ
な
い
状
態
に
す
る
こ
と
。

❷ 

性
的
虐
待

　

障
が
い
者
に
無
理
や
り（
ま
た

は
同
意
と
見
せ
か
け
て
）わ
い
せ

つ
な
こ
と
を
し
た
り
、
さ
せ
た
り

す
る
こ
と
。

❸ 

心
理
的
虐
待

　
障
が
い
者
を
侮
辱
し
た
り
、
拒

絶
し
た
り
す
る
よ
う
な
言
葉
や
態

度
で
、
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る

こ
と
。

は
、
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な

か
た
の
通
行
を
妨
げ
、
交
通
事
故

や
災
害
時
に
は
、
避
難
や
救
助
の

障
害
に
な
り
ま
す
。

　
人
を
思
い
や
り
、
自
転
車
の
違

法
駐
車
を
し
な
い
よ
う
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
の
会
員
は
約
2
0
0
人
で
す
。

　
児
童
の
安
全
を
守
る
た
め
、
毎

日
、
登
下
校
時
に
見
守
り
活
動
を

行
う
他
、
14
台
の
青
パ
ト（
青
色
回

転
灯
装
備
車
）を
活
用
し
て
、
月
に

2
回
地
域
で
一
斉
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
第
1
土
曜
日
の
地
域
内
巡

回
時
に
は
、
青
少
年
健
全
育
成
協

議
会
と
一
緒
に
、
連
携
す
る
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
立
ち
寄
り
、

情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
小
田

原
警
察
署
や
小
中
学
校
と
問
題
点

の
確
認
や
今
後
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
協
議
す
る
情
報
交
換
会

も
開
い
て
い
ま
す
。

　
国
府
津
地
区
統
一
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
「
子
ど
も
は
宝　
守
ろ

う
育
て
よ
う  

こ
う
づ
っ
子
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
よ
り
安
全
・
安
心

な
国
府
津
地
区
を
目
指
し
、
防
犯

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

❹ 

放
棄
・
放
任（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　
食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ

な
ど
の
世
話
や
介
助
を
せ
ず
、
障

が
い
者
の
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る

こ
と
。

❺ 

経
済
的
虐
待

　
本
人
の
同
意
が
な
く
、
障
が
い

者
の
財
産
や
年
金
、
賃
金
な
ど
を

使
う
こ
と
。
ま
た
、
正
当
な
理
由

が
な
く
、
障
が
い
者
に
金
銭
を
与

え
な
い
こ
と
。

ii

i
平
成
24
年
10
月
1
日

「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」が

施
行
さ
れ
ま
し
た

地
域
安
全
課  

☎ 

33-  
1
3
9
6

問

地
域
安
全
課  

☎ 

33-  
1
3
9
6

問

障
が
い
福
祉
課  

☎ 

33-  
1
4
6
7

問

国府津地区防犯活動
協議会 会長

韮山信
まこと

さん

確認しましょう!  自転車を利用するかたへ
● 自転車の盗難被害が増えています。

盗難防止のため、2 か所に施錠してください。
● 自転車を購入したときは、

忘れずに防犯登録をしてください。
● 安全（点検･ 整備）・安心（付帯保険 ）な自転車の

しるし、TSマークを貼ってください。

市障がい者虐待防止センター
（市障がい福祉課内）
☎33-1467まで  （午前8時30分〜午後5時15分）
※ 土・日曜日、祝日や夜間などは、市役所守衛室（33-1822 ）

まで（守衛室から担当者に連絡し、対応します）。

障がい者の虐待に関わる
通報や届け出、支援などの相談は…

10
月
は
、自
転
車
の
違
法
駐
車

追
放
強
化
月
間

「
ち
ょ
っ
と
だ
け 

甘
え
が
招
く 

迷
惑
駐
車
」

「
困
り
ま
す
! 

自
転
車
置
き
ざ
り 

知
ら
ん
ぷ
り
」

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
旬
間

10
月
11
日（
木
）〜
20
日（
土
）
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小
田
原
海
外
市
民
交
流
会
に
よ

る
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
と
の

青
年
交
流
事
業
は
、
今
年
で
29
回

め
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
も
、
4
人
の
青
年
が
約

1
か
月
間
の
交
流
事
業
に
参
加

し
、
多
く
の
経
験
を
し
ま
し
た
。

　
初
の
海
外
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
の
か
た
は
と
て
も

友
好
的
で
親
し
み
や
す
く
、た
く
さ

ん
の
交
流
の
場
を
設
け
て
く
れ
ま

し
た
。
日
本
と
違
っ
た
価
値
観
や

地
域
社
会
と
の
触
れ
合
い
は
、生
涯

忘
れ
る
こ
と
の
な
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
両
市
の

友
好
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
実
際
に
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
に
行
き
、

30
年
以
上
姉
妹
都
市
交
流
が
続
い
て

い
る
理
由
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や

関
係
者
の
心
か
ら
の
親
切
心
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
チ
ュ

ラ
ビ
ス
タ
で
私
の
知
ら
な
か
っ
た
物

事
、価
値
観
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、こ
れ
か
ら
の

私
の
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
参
加
し
て
、チ
ュ
ラ

ビ
ス
タ
の
歴
史
や
社
会
情
勢
、、小
田

原
の
文
化
を
学
ん
だ
他
、ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
派
遣
生
と
過
ご
す
こ

と
で
人
間
関
係
や
語
学
力
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
約
1
か
月
間
、同

じ
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
生
活
し
た
こ

と
は
、貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
交
流
事
業
に
参
加
し
、人
の
温
か

さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
い
い
意

味
で
厳
し
い
日
程
の
毎
日
で
し
た

が
、日
々
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
い
、

温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
。
疲
れ
て

家
に
帰
る
と
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
い
て
ほ
っ
と
さ
せ
て
く
れ
る
。

両
市
の
友
人
に
支
え
ら
れ
、本
当

に
楽
し
い
、す
て
き
な
毎
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

i
姉
妹
都
市
を
つ
な
ぐ
若
い
翼

小
田
原
市
・
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市

青
年
交
流
事
業

文
化
政
策
課  

☎ 

33-  
1
7
0
3

問

　

北
条
氏
が
関
東
支
配
の
中
心

拠
点
と
し
て
整
備
拡
張
し
た
小

田
原
城
。
豊
臣
秀
吉
と
の
合
戦
に

備
え
、
城
下
を
囲
む
総
延
長
9
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
総そ

う

構が
ま
えを

築
き
、
戦

国
時
代
最
大
の
城
郭
に
発
展
し
ま

し
た
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
小
田
原
城

と
そ
の
城
下
約
4
0
0
か
所
で
発

掘
調
査
を
行
い
、
戦
国
時
代
の
小

田
原
城
の
イ
メ
ー
ジ
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
小
田
原
城
天

守
閣
特
別
展
で
は
、
障し

ょ
う
じ
ぼ
り

子
堀
を
は

じ
め
と
す
る
北
条
氏
の
築
城
技
術

の
具
体
的
な
特
徴
や
文
化
水
準
を

示
す
、
豊
富
な
出
土
品
や
写
真
パ

ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

　

北
条
氏
の
残
し
た
歴
史
と
文

化
、「
戦
国
最
大
の
城
郭  

小
田
原

城
」を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

：

10
月
13
日（
土
）〜

12
月
2
日（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

会
場

：

小
田
原
城
天
守
閣
　

中
4
階

入
館
料

：

大
人
4
0
0
円
、

小
中
学
生
1
5
0
円

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

：

10
月
21
日（
日
）、
28
日（
日
）、

11
月
11
日（
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
を
行
い

ま
す
。

i
10
月
13
日（
土
）〜
12
月
2
日（
日
）

小
田
原
城
天
守
閣
特
別
展

「
戦
国
最
大
の
城
郭  

小
田
原
城
」

観
光
課  

☎ 

23-  
1
3
7
3

問

北条氏直

豊臣秀吉の小田原城攻め攻
こう

囲
い

図

今回の交流のようすや、
派遣生によるテーマ別
研究などの報告書を展
示しています。

場所：おだわら国際交流
ラウンジ（栄町1-15-
19 栄町駐車場3階）

磯﨑芙
ふ

月
づ き

さん

河口美
み

優
ゆ

さん

岩田昌
しょう

さん岡本有
ゆ

香
か

利
り

さん

12



歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
の

指
定

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、「
文
化
財

保
護
法
」
や
、「
文
化
財
保
護
条

例
」、「
小
田
原
ゆ
か
り
の
優
れ
た

建
造
物
保
存
要
綱
」
に
基
づ
き
、

歴
史
的
建
造
物
を
保
存
・
活
用
し

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、「
小
田
原

市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」

（
※
）を
策
定
し
、
こ
の
た
び
こ
の

計
画
に
基
づ
き
、
10
月
6
日
の「
登

録
の
日
」に
、
4
つ
の
建
造
物
を

歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
に
指
定

し
ま
す
。

　

歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
は
、

計
画
の
中
の
重
点
区
域
に
あ
る
建

造
物
の
う
ち
、
意
匠
、
技
術
が
優

れ
、
歴
史
や
地
域
性
、
希
少
性
な

ど
の
観
点
か
ら
価
値
の
高
い
も

の
、
芸
術
的
価
値
ま
た
は
学
術
的

価
値
の
高
い
も
の
、
お
よ
び
外
観

が
景
観
上
の
特
徴
を
有
し
て
い
る

建
造
物
で
す
。

※ 

小
田
原
市
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
…

国
の「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風

致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る

法
律
（
通
称

：

歴
史
ま
ち
づ
く

り
法
）」
に
基
づ
き
、
地
域
の
歴

史
的
な
建
物
や
伝
統
的
な
人
々

の
活
動
が
一
体
と
な
っ
て
形
成

す
る
良
好
な
環
境
（
歴
史
的
風

致
）
を
守
り
育
て
、
後
世
に
継

承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

策
定
し
ま
し
た
。

（
平
成
23
年
5
月
26
日
認
定
）

指
定
す
る
建
造
物

● 

松
永
記
念
館

（「
老ろ

う

欅き
ょ

荘そ
う

」［
国
登
録
有
形
文
化
財
］

「
葉よ

う

雨う

庵あ
ん

」［
国
登
録
有
形
文
化
財
］、

「
本
館
」、「
収
蔵
庫
」、「
庭
園
」の

5
施
設
を
一
体
的
に
松
永
記
念

館
と
し
て
指
定
）

● 

清
閑
亭［
国
登
録
有
形
文
化
財
］

● 

小
田
原
文
学
館［
国
登
録
有
形
文
化
財
］

● 

小
田
原
文
学
館
別
館

［
国
登
録
有
形
文
化
財
］（
白
秋
童
謡
館
）

i
10
月
6
日「
登
録
の
日
」に

松
永
記
念
館
、清せ

い

閑か
ん

亭て
い

、小
田
原
文
学
館
、

小
田
原
文
学
館
別
館（
白
秋
童
謡
館
）を

歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
に
指
定

都
市
計
画
課  

☎ 

33-  
1
5
9
3

問

松永記念館
電力王と呼ばれた実業家で茶人の、松

まつ

永
なが

安
やす

左
ざ

ヱ
え

門
もん

（耳
じ

庵
あん

）が昭和 21 年に建てた居宅「老欅荘」をはじめ、収集
した古美術品を公開した「本館」・保管した「収蔵庫」、
松永と同時期に活躍した茶人、野

の

崎
ざき

幻
げん

庵
あん

が建てた「葉雨
庵」がある。また、自然の趣を基調とした「庭園」もあり、
現在は市の管理のもと、資料を展示・公開している。
写真左上：葉雨庵   左中：庭園   左下：本館・収蔵庫    下：老欅荘   

清閑亭
貴族院副議長を30 年間務め
た黒

くろ

田
だ

長
なが

成
しげ

が別荘として、明
治末期から大 正初期に建て
た 数 奇屋 風 の 純 和 風 建 築。
現在は NPO 法人の管理のも
と、公開・活用されている。

小田原文学館別館
（白秋童謡館 ）
田 中 光 顕 が 別 邸として、
大正13 年に建てた大正モ
ダン調の和風建築。現在
は市の管理のもと、北原
白秋にまつわる資料を展
示している。

小田原文学館
幕末の志士で元宮内大臣
の田

た

中
なか

光
みつ

顕
あき

が別邸として、
昭和12 年に建てた南欧風
の洋館。現在は市の管理
のもと、小田原ゆかりの
文学者にまつわる資料を
展示している。
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8
月
1
日
〜
5
日
に
岩
手
県
釜
石

市
で
開
か
れ
た「
全
国
生
徒
会
サ

ミ
ッ
ト
2
0
1
2
」。
神
奈
川
県
代

表
と
し
て
千
代
中
学
校
か
ら
生
徒
会

長
の
富
田
晟
央
さ
ん
と
引
率
教
諭
の

穂
坂
悠ゆ

里り

先
生
が
現
地
に
赴
き
、「
復

興
へ
の
ア
イ
デ
ア
と
ま
ち
づ
く
り
の

夢
」の
検
討
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
参
加
者
が
、
学
校
ご
と
に
生

徒
会
活
動
を
紹
介
。
千
代
中
学
校
は
、

日
頃
、
学
校
内
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
ら

せ
て
い
る
壁
新
聞
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
は
参
加
地
域
に
よ

り
被
災
地
と
非
被
災
地
に
分
か
れ
、

千
代
中
学
校
を
含
む
非
被
災
地
グ

ル
ー
プ
は
「
中
学
生
が
被
災
地
の
た

め
に
何
を
で
き
る
か
」を
テ
ー
マ
に

論
議
。「
地
域
の
人
た
ち
と
防
災
訓

練
を
し
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
重

要
」と
ま
と
め
ま
し
た
。

　
富
田
さ
ん
は
、
い
ま
だ
地
震
の
跡

が
色
濃
く
残
る
町
並
み
を
見
て「
被

災
地
の
状
況
を
知
ら
せ
る
報
道
が

減
っ
た
の
で
、
被
災
地
は
よ
く
な
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
。
実
際
に
は

復
興
が
進
ま
ず
地
震
で
崩
れ
た
ま
ま

の
建
物
も
あ
り
、
衝
撃
を
受
け
た
。

報
道
か
ら
の
情
報
だ
け
で
な
く
、
自

分
で
見
て
、
感
じ
て『
知
る
』こ
と

を
学
ん
だ
」と
言
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
学
ん
だ
こ
と
や
被
災

地
を
見
て
感
じ
た
こ
と
を
中
学
校
内

で
共
有
し
、
支
援
策
を
話
し
合
い
、

地
域
に
お
け
る
防
災
と
被
災
地
支
援

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と
目
標
を

語
り
ま
す
。

みなぎる可能性、描く夢、そして、奏でる未来。
このコーナーでは、若者たちの活躍する姿や
メッセージをお届けします。

千代中学校 富
と み

田
た

晟
あ き

央
ひ さ

さんが全国生徒会サミットに参加

被災地のために
できることをしたい

全国生徒会サミットのようすを掲載
した新聞

　

子
ど
も
が
自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ
場

「
プ
レ
イ
パ
ー
ク
」。

　

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
全
国
約

3
0
0
か
所
で
、
行
政
と
地
域
住
民
の
協
働

に
よ
り
プ
レ
イ
パ
ー
ク
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

プ
レ
イ
パ
ー
ク
に
は
、「
プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
大
人
が
い
て
、
子
ど
も
に
寄
り
添

い
、
自
由
に
遊
ぶ
子
ど
も
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。
プ
レ
イ
パ
ー
ク
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
も
集
ま
る
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
小
田
原
に
も
作
り
た
い

と
発
足
し
た
団
体「
pぴ

ー
ぴ
ー
あ
っ
と
ま
ー
く
せ
い
し
ょ
う

p
@s
e
i
s
h
o
」は
、

今
年
で
活
動
3
年
め
。
今
年
度
か
ら
代
表
に

な
っ
た
戸
田
由
紀
子
さ
ん
は
、「
都
内
の
プ
レ

イ
パ
ー
ク
を
見
て
、『
こ
ん
な
場
所
が
小
田
原

に
も
あ
っ
た
ら
』と
思
い
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。
今
は
、
ど
の
公
園
も
禁
止
事
項
が
多
く
、

子
ど
も
の
自
由
な
発
想
で
遊
べ
る
場
所
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
」と
言
い
ま
す
。

　
同
団
体
が
市
と
協
力
し
て
、
7
月
末
に
上
府

中
公
園
で
開
い
た
プ
レ
イ
パ
ー
ク
に
は
、
2

日
間
で
約
4
7
0
人
が
参
加
。「
滑
り
台
を
作

ろ
う
」と
提
案
し
、
作
り
上
げ
た
頼
も
し
い
子

ど
も
た
ち
、
水
や
泥
に
ま
み
れ
て
思
い
っ
き
り

笑
う
姿
や
「
次
は
い
つ
や
る
の
?
」
と
い
う

声
に
、「
こ
う
い
っ
た
遊
び
場
が
や
っ
ぱ
り
必

要
な
ん
だ
」と
改
め
て
実
感
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
小
田
原
に
プ
レ
イ
パ
ー
ク
の
理
念
を
広
め

た
い
」。
い
つ
で
も
、
誰
で
も
集
ま
る
「
日
常

的
な
、
み
ん
な
の
居
場
所
」を
作
る
こ
と
が
戸

田
さ
ん
た
ち
の
目
標
で
す
。

小
田
原
に
プ
レ
イ
パ
ー
ク
を

p
p
@
s
e
i
s
h
o（
プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
つ
く
る
会
@
西
湘
）

7月 27 日・28 日に上府中公園で開催されたプレイ 
パークでの泥遊びのようす

pp@seisho
（プレイパークをつくる会
@ 西湘 ） 代表  

戸田由紀子さん　

次
回
の
プ
レ
イ
パ
ー
ク

日
時

：

11
月
23
日（
金
）   

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所

：

南
鴨
宮
富
士
見
公
園（
南
鴨
宮
3-

24
）

千代中学校 3 年  

富田晟央さん　
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おいしい小田原の味をかみしめながら、小田原の魅力を、もっと考えて 
みませんか。このコーナーでは、小田原のおいしい話題をお届けします。

18

ご当地グルメ

小田原どん&
小田原おでん

ご
当
地
グ
ル
メ

　
雑
誌
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
話
題
の
ご
当

地
グ
ル
メ
。
地
産
地
消
、
地
場
産
業
の

発
展
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
地

域
振
興
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。
各
地
の
ご
当
地
グ
ル
メ
は
、
郷

土
料
理
な
ど
と
は
異
な
る
の
で
、
地
域

の
伝
統
や
特
性
に
と
ら
わ
れ
な
い
メ

ニ
ュ
ー
も
見
ら
れ
ま
す
が
、「
小
田
原

ど
ん
」
や
「
小
田
原
お
で
ん
」
は
、
小

田
原
の
食
材
を
使
っ
た
小
田
原
な
ら
で

は
の
、
お
い
し
い
ご
当
地
グ
ル
メ
で
す
。

小
田
原
ど
ん

　

平
成
21
年
に
誕
生
し
た「
小
田
原

ど
ん
」。

● 

小
田
原
の
海
と
大
地
で
育
ま
れ
た
食

材
を
一
つ
以
上
用
い
る
こ
と

● 

伝
統
工
芸
品
・
小
田
原
漆
器
の
器
に

盛
っ
て
饗き

ょ
う

す
る
こ
と

● 

お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
き
、
小

田
原
が
も
っ
と
好
き
に
な
る
よ
う
に
、

お
も
て
な
し
す
る
こ
と

　
こ
の
3
つ
の
こ
だ
わ
り
で
、
お
客
様

を
も
て
な
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内

の
23
店
舗
で
提
供
中
で
す
。

小
田
原
お
で
ん

　

市
内
の
水
産
加
工
業
者
を
中
心
に

「
小
田
原
お
で
ん
会
」を
発
足
し
、
平

成
15
年
に「
小
田
原
お
で
ん
宣
言
」
に

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た「
小
田
原
お
で
ん
」。

　
伝
統
の
技
が
受
け
継
が
れ
る
小
田
原

の
練
り
物
を
使
っ
た
お
で
ん
を
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
う

た
め
、
ま
た
観
光
客
に
、
小
田
原
お
で

ん
を
広
く
P
R
す
る
た
め
、
毎
年
秋
に

は
「
お
で
ん
祭
り
」、
春
に
は
「
お
で

ん
サ
ミ
ッ
ト
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

オダワラ・ソウルフード・フェスティバル2012

第10回小田原おでん祭り

　小田原どんをはじめ、県西地域を
中心としたご当地グルメが楽しめま
す。神奈川県内の飲食店が作るさま
ざまなカレーを競う、湘南カレーコン
テストも開催。

　各店舗自慢の「小田原おでん」が
大集合。お気に入りのお店を探す
のも楽しみです。「おでんサミット」
の「おでん種コンテスト」入選作品
も味わうことができます。

日時：10月6日（土 ）
午前 10 時〜午後 8 時
7日（日）
午前 10 時 〜 午後 5 時

場所：城址公園二の丸広場

日時：10月13日（土 ）・14日（日）
午前 10 時 〜 午後 4 時

場所：城址公園二の丸広場

　練り物を中心としたおでん種に、梅
みそをつけていただく小田原おでん。
皆さんからのアイデアでおでん種が生
まれ、皆さんに親しまれ、愛され、育ま
れているところを大切にしていきたい。
町がにぎわうように、おでん鍋がにぎ
わってほしいと思っています。
　小田原おでん祭りは、今回で10 回め。
10 年の感謝を込め、皆さんに喜んでい
ただけるように、10 年 間で 誕 生した
30 種以上のおでん種をご用意します。

小田原おでん祭り実行
委員会  委員長

露木一郎さん

15 広報 小田原  2012.10.1
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飯田岡駅

富水小学校
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線

狩
川
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9月1日現在 小田原市の人口196,876 人  78,923 世帯

　
狩
川
沿
い
の
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
造

ら
れ
た
駅
舎
が
特
徴
の
飯
田
岡
駅
。

　
駅
西
側
の
県
道
沿
い
を
少
し
山

側
に
入
る
と
、
小
田
原
の
伝
統
工

芸
品
で
あ
る
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん

を
作
る
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

店
が
あ
り
ま
す
。
所

狭
し
と
飾
ら
れ
た
ち
ょ
う
ち
ん
と
、

代
々
受
け
継
が
れ
て
い
く
技
に
、

そ
の
伝
統
と
歴
史
の
深
さ
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
程
近
く
に
は
養
魚
場
が
あ
り
、

い
く
つ
も
並
ぶ
水
槽
の
中
を
、
鮎あ

ゆ

や
鯉こ

い

が
元
気
に
泳
い
で
い
ま
す
。

　
駅
の
す
ぐ
東
側
、
狩
川
に
架
か

る
飯
田
岡
橋
か
ら
は
、
箱
根
・
足

ほのぼの歩く

市内には、18もの駅があります。
毎日の、特別な日の、出発の駅。
帰ってきた安らぎを感じられる駅。
あなたの駅を訪ねます。

飯田岡駅
1926年開業、1日の平均乗降者数は1,760人

17 柄
の
山
々
や
狩
川
の
流
れ
に
、
自

然
の
豊
か
さ
を
体
感
で
き
ま
す
。

春
に
は
、
川
沿
い
の
土
手
に
、
桜

と
菜
の
花
が
咲
き
乱
れ
ま
す
。

　
狩
川
の
す
ぐ
東
側
に
は
富
水
小

学
校
。
道
沿
い
に
給
食
場
が
あ
り
、

道
行
く
人
は
、
給
食
を
作
る
よ
う

す
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
楽

し
み
な
給
食
の
時
間
、
児
童
の
笑

顔
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　
水
と
緑
あ
ふ
れ
る
町
並
み
、
川

に
沿
っ
て
電
車
が
走
る
の
ど
か
な

風
景
の
中
を
、
登
下
校
す
る
児
童

の
姿
が
印
象
的
で
す
。
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